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急性咽頭・扁桃炎診療の抗菌薬適正使用における 

A 群β溶血性連鎖球菌核酸検査の有効活用に向けた提言 

 

 

国際的な脅威である薬剤耐性微生物の発生とまん延を抑える目的で作成、対策が実施され

てきた薬剤耐性（AMR）対策アクションプランの 2023-2027 が公表され、抗菌薬適正使用が

引き続き重要となっている。当学会では、厚生労働省から公表されている「抗微生物薬適正

使用の手引き」には記載されていない基礎疾患などで重篤化した場合の対応や、第一選択薬

となるペニシリンでは効果が不十分な場合等、ペニシリン以外の抗菌薬投与を考慮する病態

について示すことを目的として「気道感染症の抗菌薬適正使用に関する提言（改訂版）」を

発表している 1）。 

本提言の急性咽頭・扁桃炎では、ウイルス感染か細菌感染か，とりわけ A 群 β 溶血性連

鎖球菌（GAS）感染であるか否かを判断することが最も重要であるとし、原則として GAS 検

出例のみを治療対象とした。検査法は迅速抗原検査、細菌培養検査に加え迅速核酸検査を挙

げている。迅速抗原検査は、簡便さと判定までの迅速性から広く実施されているが、その感

度は報告によりバラツキがみられ、迅速核酸検査と比較して低い 2,3）。抗菌薬処方を迅速抗

原検査又は培養検査で GAS が検出された場合のみに限ると，不要な抗菌薬使用を減らすこと

ができ，費用対効果も高いことが報告され検査の有用性が示されているが、その中でも最近

の研究では、迅速抗原検査では、偽陰性により診療当日に抗菌薬の投与が出来ないこと、迅

速抗原検査の感度面の不安から陰性結果に対しても不適正な抗菌薬投与が行われ、迅速核酸

検査では検査結果の信頼性の向上から、不適正抗菌薬使用を改善したことが報告されている
4,5）。核酸検査活用により、早期の標的治療が可能になり、第三世代セファロスポリン系薬の

使用の削減が期待できる。 

GAS 急性咽頭・扁桃炎はいずれの年齢でも起こるが、特に小児では発症頻度が高く感染伝

搬に大きく寄与することから公衆衛生上な重要性が高く、かつ、重症度の高い続発症のリス

クがあるために、臨床的にも重要となる。また小児に特有の特徴として、明確に症状を伝え

ることが難しい場合があり臨床診断が難しく、かつ、追加検査がしにくいという問題点があ

り、精度の高い検査で確実に診断を確定することが重要となる。米国のガイドラインでは、

核酸検査は、抗原検査で要求される陰性結果に対する Back-Up の培養検査が必要ないこと、

または培養とともに核酸検査で Back-Upが実施可能とされ、核酸検査が高い感度を有するこ

とが認識されている 6,7)。これらの記載は、米国では小児の対象に求められる Back-Up 検査

に対する記述であり、特に小児に対してのベネフィットを示している。 

 

そこで、今後、急性咽頭・扁桃炎における抗菌薬適正使用推進のために、COVID-19 のパン

デミックで普及した遺伝子検査機器を使用した、A群β溶血性連鎖球菌核酸検査の臨床活用

について下記のとおり提案する。 

 

 



【A 群β溶血性連鎖球菌核酸検査の有効活用のための提言】 

 

A 群β溶血性連鎖球菌核酸検査の感度は高く、抗菌薬適正使用に有用である。本検査の

実施は、「気道感染症の抗菌薬適正使用に関する提言（改訂版）」でも臨床上広く有用であ

ることが示されているが、特に臨床的に GAS 急性咽頭・扁桃炎が疑われる小児患者に対し

て重要性が高く、積極的に活用することを提案する。 
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